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1 

 

１．調査の概要 

 

（１）調査の目的 

区内に在住する就学前児童・小学校児童の保護者や単身世帯、子どものいない世帯、子育て中の

世帯、子育て終了世帯の一般区民および区内の子育て関係施設の従事者に対してアンケートを行う

ことにより、サービスの内容や量、子ども・子育てに対する現状や今後の意向等を把握し、「練馬

区子ども・子育て支援事業計画」を策定するうえでの基礎資料とします。 

 

 

（２）調査の種類 

①就学前児童家庭の調査 

②小学校児童家庭の調査 

③単身および子どものいない世帯の調査 

④子育て中および子育て終了世帯の調査 

⑤子育て関係施設従事者の調査 

 

 

（３）調査仕様 

対象対象 標本数 調査方法 調査期間 回収数 有効回答率 

①就学前児童（０歳から６歳）

の保護者 
3,000件 郵送配布・郵送回収 

平成 25年 10月 23日 

～11月５日 
1,651件 55.0％ 

②小学校児童（小学１年から

６年）の保護者 
2,093件 

対象学校を通じた

手渡し・回収 

平成 25年 10月 18日 

～11月１日 
1,860件 88.9％ 

③単身および子どものいない

世帯 
500件 郵送配布・郵送回収 

平成 25年 10月 23日 

～11月５日 
141件 28.2％ 

④子育て中世帯（13歳から 18

歳の末子のいる世帯）およ

び子育て終了世帯（50 歳か

ら 65歳の夫婦のみの世帯） 

500件 郵送配布・郵送回収 
平成 25年 10月 23日 

～11月５日 
285件 57.0％ 

⑤子育て関係施設の従事者 613件 
対象施設を通じた

手渡し・回収 

平成 25年 10月 18日 

～11月１日 
587件 95.8％ 
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２．就学前児童家庭の調査結果 

 

（１）保護者の就労状況 

ア 母親の現在の就労状況 

「以前は就労していたが、現在は就労し

ていない」の割合が 47.5％と最も高く、次

いで「就労しており、産休・育休・介護休

業中ではない」の割合が 33.6％、「就労し

ているが、産休・育休・介護休業中である」

の割合が 11.7％となっています。 

 

 

【就労形態（母親）】 

「正規」の割合が 62.7％と最も高く、次

いで「パート」の割合が 18.7％、「アルバ

イト」の割合が 4.5％となっています。 

 

 

 

 

イ 父親の現在の就労状況 

「就労しており、育休・介護休業中では

ない」の割合が 91.5％と最も高く、次いで

「以前は就労していたが、現在は就労して

いない」の割合が 1.1％、「就労しているが、

育休・介護休業中である」の割合が 0.8％

となっています。 

 

 

【就労形態（父親）】 

「正規」の割合が 89.6％と最も高く、次

いで「アルバイト」「派遣」の割合が 0.5％

となっています。 

 

 

 

 

 

N = 1651 ％

就労しており、産休・育休・介
護休業中ではない

就労しているが、産休・育休・
介護休業中である

以前は就労していたが、現在
は就労していない

これまで就労したことがない

無回答

33.6

11.7

47.5

4.2

3.0

0 20 40 60 80 100

N = 1596 ％

就労しており、育休・介護休業
中ではない

就労しているが、育休・介護休
業中である

以前は就労していたが、現在
は就労していない

これまで就労したことがない

無回答

91.5

0.8

1.1

0.0

6.6

0 20 40 60 80 100

N = 1473 ％

正規

派遣

パート

アルバイト

その他

無回答

89.6

0.5

0.2

0.5

6.0

3.2

0 20 40 60 80 100

N = 748 ％

正規

派遣

パート

アルバイト

その他

無回答

62.7

2.4

18.7

4.5

9.4

2.3

0 20 40 60 80 100
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（２）今後の就労変更希望 

ア 母親 

「今の就労を続けることを希望」の割合

が 74.5％と最も高く、次いで「就労日数・

時間を増やす希望はあるが、実現できる見

込みはない」の割合が 12.3％、「仕事をや

めて子育てや家事に専念したい」の割合が

6.0％となっています。 

 

 

 

イ 父親 

「今の就労を続けることを希望」の割合

が 88.5％と最も高く、次いで「就労日数・

時間を増やす希望はあるが、実現できる見

込みはない」の割合が 1.1％、「就労日数・

時間を増やす希望があり、実現できる見込

みがある」の割合が 0.8％となっています。 

 

 

 

 

［学齢別 就労変更希望（母親）］  

学齢別でみると、学齢が上がるにつれ、「今の就労を続けることを希望」の割合が低くなる傾向と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N = 748 ％

就労日数・時間を増やす希望
があり、実現できる見込みが
ある

就労日数・時間を増やす希望
はあるが、実現できる見込み
はない

今の就労を続けることを希望

仕事をやめて子育てや家事に
専念したい

無回答

4.1

12.3

74.5

6.0

3.1

0 20 40 60 80 100

N =

０歳 187

１歳 109

２歳 107

３歳 116

４歳 110

５歳 107 6.5

3.6

4.3

2.8

5.5

3.2

15.0

15.5

12.9

11.2

15.6

7.0

67.3

74.5

74.1

75.7

70.6

80.7

5.6

2.7

6.9

7.5

5.5

7.5

5.6

3.6

1.7

2.8

2.8

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

3.25.52.84.33.66.57.0 15.611.212.915.515.0 80.7 70.675.774.174.567.3 7.55.57.56.92.75.6 1.62.82.81.73.65.6
0% 20% 40% 60% 80% 100%

就労日数・時間を増やす希望があり、実現できる見込みがある
就労日数・時間を増やす希望はあるが、実現できる見込みはない
今の就労を続けることを希望
仕事をやめて子育てや家事に専念したい
無回答

3.25.52.84.33.66.57.0 15.611.212.915.515.0 80.7 70.675.774.174.567.3 7.55.57.56.92.75.6 1.62.82.81.73.65.6
0% 20% 40% 60% 80% 100%

就労日数・時間を増やす希望があり、実現できる見込みがある
就労日数・時間を増やす希望はあるが、実現できる見込みはない
今の就労を続けることを希望
仕事をやめて子育てや家事に専念したい
無回答

N = 1473 ％

就労日数・時間を増やす希望
があり、実現できる見込みが
ある

就労日数・時間を増やす希望
はあるが、実現できる見込み
はない

今の就労を続けることを希望

仕事をやめて子育てや家事に
専念したい

無回答

0.8

1.1

88.5

0.5

9.2

0 20 40 60 80 100
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（３）今後の就労希望 

ア 母親 

「1年より先、一番下の子どもが（  ）

歳になったころに就労したい」の割合が

51.1％と最も高く、次いで「子育てや家事

などに専念したい（就労の予定はない）」

の割合が 22.0％、「すぐにでも、もしくは

１年以内に就労したい」の割合が 16.9％と

なっています。 

 

 

イ 父親 

「すぐにでも、もしくは１年以内に就労

したい」の割合が 33.3％、「1 年より先、

一番下の子どもが（  ）歳になったころ

に就労したい」の割合が 5.6％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

［学齢別 就労希望（母親）］ 

学齢別でみると、０歳から２歳までは、学齢が上がるにつれ、「子育てや家事などに専念したい（就

労の予定はない）」の割合が低くなっており、２歳から５歳では、学齢が上がるにつれ、「子育てや家

事などに専念したい（就労の予定はない）」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N = 853 ％

子育てや家事などに専念した
い（就労の予定はない）

1 年より先、一番下の子どもが
（　　　）歳になったころに就労
したい

すぐにでも、もしくは１年以内
に就労したい

就労の予定が決まっている

無回答

22.0

51.1

16.9

1.2

8.8

0 20 40 60 80 100

N =

０歳 195

１歳 122

２歳 130

３歳 127

４歳 136

５歳 136 27.9

22.8

21.3

15.4

19.7

23.1

42.6

58.1

48.0

49.2

59.0

50.8

18.4

10.3

16.5

24.6

12.3

18.5

2.2

0.8

3.1

8.8

8.8

13.4

10.8

9.0

4.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

23.119.715.421.322.827.9 50.859.049.248.0 58.142.6 18.512.324.616.5 10.318.4 3.10.82.2 4.69.010.813.48.88.8
0% 20% 40% 60% 80% 100%

子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）
1 年より先、一番下の子どもが（　　　）歳になったころに就労したい
すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい
就労の予定が決まっている
無回答

N = 18 ％

子育てや家事などに専念した
い（就労の予定はない）

1 年より先、一番下の子どもが
（　　　）歳になったころに就労
したい

すぐにでも、もしくは１年以内
に就労したい

就労の予定が決まっている

無回答

0.0

5.6

33.3

0.0

61.1

0 20 40 60 80 100
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（４）平日の定期的な教育・保育事業の利用状況 

 ア 利用の有無 

「利用している」の割合が 63.4％、「利

用していない」の割合が 36.5％となってい

ます。 

 

 

 

 

［学齢別 定期的な教育・保育事業の利用の有無］ 

学齢別でみると、学齢が上がるにつれ、「利用している」の割合が高くなっており、５歳では 100％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［母親の就労形態別 定期的な教育・保育事業の利用の有無］ 

母親の就労形態別でみると、「就労しており、産休・育休・介護休業中ではない」で「利用してい

る」の割合が９割以上となっています。 

 

 

 

 

 

 

N = 1651 ％

利用している

利用していない

無回答

63.4

36.5

0.1

0 20 40 60 80 100

N =

０歳 395

１歳 240

２歳 244

３歳 246

４歳 252

５歳 254 100.0

98.4

97.6

53.7

37.9

17.5

1.6

1.6

46.3

62.1

82.5

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

17.5 37.9 53.7 97.698.4100.0 82.5 62.1 46.3 1.61.60.8
0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用している 利用していない 無回答

17.5 37.9 53.7 97.698.4100.0 82.5 62.1 46.3 1.61.60.8
0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用している 利用していない 無回答

N =

就労しており、産休・育休・
介護休業中ではない

555

就労しているが、産休・育
休・介護休業中である

193

以前は就労していたが、
現在は就労していない

784

これまで就労したことがな
い

69 71.0

48.7

34.7

93.9

29.0

51.1

65.3

5.9

0.1

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

93.934.7 48.7 71.0 5.965.3 51.1 29.0 0.20.1
0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用している 利用していない 無回答
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イ 利用している施設 

「幼稚園」の割合が 46.4％と最も高く、

次いで「認可保育所」の割合が 36.4％、「認

証保育所」の割合が 8.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N = 1047 ％

幼稚園

私立幼稚園の預かり保育（定
期的な利用のみ。認定子ども
園の預かり保育も含みます）

認定こども園

認可保育所

認証保育所

保育室

家庭福祉員（保育ママ、駅型
グループ保育室）

グループ型家庭的保育

事業所内保育施設

居宅訪問型保育

ファミリーサポートセンター

その他

無回答

46.4

3.5

1.8

36.4

8.3

1.4

1.1

0.2

0.4

0.0

0.3

4.3

0.5

0 20 40 60 80 100
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［学齢別 定期的な教育・保育事業の利用状況］ 

学齢別でみると、０歳、１歳、２歳で「認可保育所」の割合が高く、３歳、４歳、５歳で「幼稚園」

の割合が高くなっています。 

単位：％ 

 

有
効
回
答
数
（
件
） 

幼
稚
園 

私
立
幼
稚
園
の
預
か
り
保
育 

認
定
こ
ど
も
園 

認
可
保
育
所 

認
証
保
育
所 

保
育
室 

家
庭
福
祉
員 

グ
ル
ー
プ
型
家
庭
的
保
育 

事
業
所
内
保
育
施
設 

居
宅
訪
問
型
保
育 

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

そ
の
他 

無
回
答 

０歳 69  1.4  1.4  1.4  44.9  27.5  2.9  4.3  1.4  2.9  －  1.4  7.2  2.9  

１歳 91  －  －  1.1  56.0  25.3  3.3  7.7  －  －  －  －  6.6  －  

２歳 131  6.9  3.1  1.5  51.1  19.8  4.6  0.8  0.8  1.5  －  0.8  13.7  －  

３歳 240  57.5  2.9  2.5  34.6  3.3  －  －  －  －  －  －  3.3  0.4  

４歳 248  64.5  5.2  0.4  31.9  1.2  0.8  －  －  －  －  －  1.2  －  

５歳 254  68.5  4.7  3.1  24.8  2.4  0.8  －  －  －  －  0.4  2.0  0.4  

 

［母親の就労形態別 定期的な教育・保育事業の利用状況］ 

母親の就労形態別でみると、「就労しており、産休・育休・介護休業中ではない」「就労しているが、

産休・育休・介護休業中である」で「認可保育所」の割合が高く、「以前は就労していたが、現在は

就労していない」「これまで就労したことがない」で「幼稚園」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

 

有
効
回
答
数
（
件
） 

幼
稚
園 

私
立
幼
稚
園
の
預
か
り
保
育 

認
定
こ
ど
も
園 

認
可
保
育
所 

認
証
保
育
所 

保
育
室 

家
庭
福
祉
員 

グ
ル
ー
プ
型
家
庭
的
保
育 

事
業
所
内
保
育
施
設 

居
宅
訪
問
型
保
育 

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー そ
の
他 

無
回
答 

就労しており、産

休・育休・介護休

業中ではない 

521  14.8  4.2  2.1  61.8  13.6  2.1  1.7  0.2  0.6  －  0.6  3.1  0.6  

就労しているが、

産休・育休・介護

休業中である 

67  14.9  3.0  －  65.7  14.9  －  1.5  －  －  －  －  4.5  －  

以前は就労して

いたが、現在は

就労していない 

382  89.5  2.4  1.8  1.8  0.5  0.5  0.3  0.3  0.3  －  －  5.8  0.3  

これまで就労した

ことがない 
49  89.8  2.0  －  －  －  2.0  －  －  －  －  －  6.1  2.0  
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 ウ 利用している主な理由 

「子どもの教育や発達のため」の割合が

58.3％と最も高く、次いで「子育て（教育

を含む）をしている方が現在就労してい

る」の割合が 50.0％、「子育て（教育を含

む）をしている方が就労予定がある／求職

中である」の割合が 2.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

［学齢別 定期的な教育・保育の利用理由］ 

学齢別でみると、０歳、１歳、２歳で「子育て（教育を含む）をしている方が現在就労している」

の割合が高く、３歳、４歳、５歳で「子どもの教育や発達のため」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

 

有
効
回
答
数
（
件
） 

子
ど
も
の
教
育
や
発
達
の
た

め 子
育
て
（
教
育
を
含
む
）
を

し
て
い
る
方
が
現
在
就
労
し

て
い
る 

子
育
て
（
教
育
を
含
む
）
を

し
て
い
る
方
が
就
労
予
定
が

あ
る
／
求
職
中
で
あ
る 

子
育
て
（
教
育
を
含
む
）
を

し
て
い
る
方
が
家
族
・
親
族

な
ど
を
介
護
し
て
い
る 

子
育
て
（
教
育
を
含
む
）
を

し
て
い
る
方
が
病
気
や
障
害

が
あ
る 

子
育
て
（
教
育
を
含
む
）
を

し
て
い
る
方
が
学
生
で
あ
る 

そ
の
他 

無
回
答 

０歳 69  14.5  84.1  5.8  1.4  2.9   － 4.3  1.4  

１歳 91  27.5  91.2  2.2  －  2.2   － 1.1  2.2  

２歳 131  35.9  71.0  －  0.8  1.5  0.8  3.1  1.5  

３歳 240  66.7  41.7  2.5  1.3  0.4   － 1.3  1.7  

４歳 248  69.4  36.3  2.0  0.4  1.2   － 0.4  2.0  

５歳 254  74.4  35.0  1.6  0.4  0.8   － 1.2  2.4  

 

N = 1047 ％

子どもの教育や発達のため

子育て（教育を含む）をしてい
る方が現在就労している

子育て（教育を含む）をしてい
る方が就労予定がある／求職
中である

子育て（教育を含む）をしてい
る方が家族・親族などを介護し
ている

子育て（教育を含む）をしてい
る方が病気や障害がある

子育て（教育を含む）をしてい
る方が学生である

その他

無回答

58.3

50.0

2.0

0.7

1.1

0.1

1.4

1.9

0 20 40 60 80 100
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（５）平日の定期的な教育・保育事業の利用希望 

【０歳】 

※現在０歳児のお子さんをお持ちの方に、現在と将来１歳～５歳になったときの希望を聞きました。 

 

○Ａ群：希望する教育・保育事業 

すべての年齢で「延長保育のある認可保育所」の割合が最も高くなっています。また、３歳、４歳、

５歳で「預かり保育のある幼稚園」の割合が４割以上となっています。 

単位：％ 

 

有
効
回
答
数
（
件
） 

幼
稚
園
（
通
常
の
就

園
時
間
の
利
用
の

み
） 

預
か
り
保
育
の
あ

る
幼
稚
園 

認
定
こ
ど
も
園 

延
長
保
育
の
あ
る

認
可
保
育
所 

延
長
保
育
の
な
い

認
可
保
育
所 

認
証
保
育
所 

保
育
室 

０歳 395 0.3 3.5 4.8 40.8 21.0 22.8 4.8 

１歳 395 0.5 4.8 8.1 51.9 26.3 28.4 3.8 

２歳 395 2.0 6.8 10.1 54.9 28.4 30.9 4.1 

３歳 395 29.4 42.0 20.0 55.7 20.3 21.0 3.0 

４歳 395 37.0 48.1 21.5 53.4 18.0 17.5 2.5 

５歳 395 36.7 47.6 21.3 53.4 18.0 17.5 2.5 

単位：％ 

 

家
庭
福
祉
員
（
保
育

マ
マ
、
駅
型
グ
ル
ー

プ
保
育
室
） 

グ
ル
ー
プ
型
家
庭

的
保
育 

事
業
所
内
保
育
施

設 居
宅
訪
問
型
保
育 

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー 

利
用
希
望
な
し 

そ
の
他 

無
回
答 

０歳 7.8 1.5 1.8 2.0 7.6 19.0 0.5 29.4 

１歳 8.6 1.5 2.5 2.3 8.4 16.7 0.5 19.5 

２歳 8.1 1.3 2.8 1.5 8.4 12.9 0.5 19.2 

３歳 2.3 0.5 2.0 1.3 3.5 2.8 0.8 9.6 

４歳 1.0 － 1.5 0.8 2.0 0.8 0.3 10.4 

５歳 1.0 － 1.5 0.8 2.3 0.5 0.3 10.9 
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○Ｂ群：事業を希望する上で重視する条件 

０歳、１歳、２歳では「自宅からの距離」の割合が、３歳、４歳、５歳で「教育・保育の内容や方

針」の割合が最も高くなっています。 

単位：％ 

 

有
効
回
答
数
（
件
） 

教
育
・
保
育
の
内
容

や
方
針 

教
員
・
保
育
者
の
質 

施
設
や
設
備 

園
庭
の
有
無 

保
育
時
間 

認
可
の
有
無 

保
育
料 

自
宅
か
ら
の
距
離 

利
用
す
る
駅
や
職

場
か
ら
の
距
離 

そ
の
他 

無
回
答 

０歳 204 33.3 50.0 27.9 6.9 44.6 13.7 31.4 53.4 21.1 1.5 2.5 

１歳 252 32.1 48.4 26.6 9.5 42.5 12.7 32.9 55.6 23.8 1.2 2.4 

２歳 268 36.6 46.6 27.2 12.3 41.0 11.2 32.1 53.7 22.0 1.1 2.6 

３歳 346 56.4 50.0 28.9 18.5 33.5 8.4 29.5 47.7 17.1 1.2 1.4 

４歳 351 57.8 49.0 28.5 18.5 32.8 8.0 28.2 49.6 16.5 0.9 2.3 

５歳 350 58.3 48.9 28.6 18.9 32.9 8.0 28.0 49.4 16.6 0.9 2.3 
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【１歳】 

※現在１歳児のお子さんをお持ちの方に、現在と将来２歳～５歳になったときの希望を聞きました。 

 

○Ａ群：希望する教育・保育事業 

１歳、２歳、３歳で「延長保育のある認可保育所」の割合が、４歳、５歳で「預かり保育のある幼

稚園」の割合が最も高くなっています。 

単位：％ 

 

有
効
回
答
数
（
件
） 

幼
稚
園
（
通
常
の
就

園
時
間
の
利
用
の

み
） 

預
か
り
保
育
の
あ

る
幼
稚
園 

認
定
こ
ど
も
園 

延
長
保
育
の
あ
る

認
可
保
育
所 

延
長
保
育
の
な
い

認
可
保
育
所 

認
証
保
育
所 

保
育
室 

１歳 240 0.4 7.5 8.8 39.2 15.0 19.2 5.0 

２歳 240 3.8 11.3 12.5 51.3 18.8 21.7 7.1 

３歳 240 31.3 45.8 22.1 48.8 15.0 12.9 2.1 

４歳 240 37.9 53.3 25.8 50.0 14.2 12.1 0.4 

５歳 240 37.9 54.2 25.8 49.6 13.3 11.3 0.4 

 

 

家
庭
福
祉
員
（
保
育

マ
マ
、
駅
型
グ
ル
ー

プ
保
育
室
） 

グ
ル
ー
プ
型
家
庭

的
保
育 

事
業
所
内
保
育
施

設 居
宅
訪
問
型
保
育 

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー 

利
用
希
望
な
し 

そ
の
他 

無
回
答 

１歳 5.8 1.3 3.8 1.3 9.2 10.8 0.4 40.0 

２歳 5.8 2.1 5.4 0.4 8.8 16.3 0.8 17.9 

３歳 0.8 － 3.3 0.4 4.6 5.0 0.4 11.3 

４歳 － － 3.3 0.4 3.8 － － 11.7 

５歳 － － 3.3 0.4 3.8 － － 12.1 
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○Ｂ群：事業を希望する上で重視する条件 

１歳、２歳で「自宅からの距離」の割合が、３歳、４歳、５歳で「教員・保育者の質」の割合が最

も高くなっています。 

単位：％ 

 

有
効
回
答
数
（
件
） 

教
育
・
保
育
の
内
容

や
方
針 

教
員
・
保
育
者
の
質 

施
設
や
設
備 

園
庭
の
有
無 

保
育
時
間 

認
可
の
有
無 

保
育
料 

自
宅
か
ら
の
距
離 

利
用
す
る
駅
や
職

場
か
ら
の
距
離 

そ
の
他 

無
回
答 

１歳 118 39.0 50.0 27.1 10.2 46.6 10.2 31.4 51.7 17.8 － 3.4 

２歳 158 36.7 51.9 26.6 9.5 40.5 11.4 38.0 53.2 13.9 0.6 3.8 

３歳 201 54.2 56.7 27.4 13.9 32.8 8.0 29.4 54.7 12.4 － 1.5 

４歳 212 55.2 59.0 28.3 17.0 32.1 6.6 27.8 52.8 12.7 － 0.9 

５歳 211 55.9 58.8 28.4 16.6 32.7 7.1 27.5 53.1 12.8 － 0.5 
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【２歳】 

※現在２歳児のお子さんをお持ちの方に、現在と将来３歳～５歳になったときの希望を聞きました。 

 

○Ａ群：希望する教育・保育事業 

２歳で「延長保育のある認可保育所」の割合が、３歳、４歳、５歳で「預かり保育のある幼稚園」

の割合が最も高くなっています。 

単位：％ 

 

有
効
回
答
数
（
件
） 

幼
稚
園
（
通
常
の
就

園
時
間
の
利
用
の

み
） 

預
か
り
保
育
の
あ

る
幼
稚
園 

認
定
こ
ど
も
園 

延
長
保
育
の
あ
る

認
可
保
育
所 

延
長
保
育
の
な
い

認
可
保
育
所 

認
証
保
育
所 

保
育
室 

２歳 244 1.2 7.0 10.2 37.7 11.9 15.6 5.7 

３歳 244 29.9 48.8 30.3 44.3 13.1 11.1 1.2 

４歳 244 35.2 50.0 28.3 41.0 12.7 7.8 1.2 

５歳 244 35.7 49.6 28.3 40.6 12.7 7.8 1.6 

単位：％ 

 

家
庭
福
祉
員
（
保
育

マ
マ
、
駅
型
グ
ル
ー

プ
保
育
室
） 

グ
ル
ー
プ
型
家
庭

的
保
育 

事
業
所
内
保
育
施

設 居
宅
訪
問
型
保
育 

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー 

利
用
希
望
な
し 

そ
の
他 

無
回
答 

２歳 3.7 1.6 1.6 2.0 8.2 6.6 1.6 44.3 

３歳 1.2 1.2 1.6 0.8 7.8 2.5 1.6 9.4 

４歳 0.4 － 1.2 1.2 5.3 0.8 1.2 11.9 

５歳 0.4 － 1.2 1.2 4.5 － 1.2 13.5 

 

○Ｂ群：事業を希望する上で重視する条件 

２歳で「自宅からの距離」の割合が、３歳、４歳、５歳で「教育・保育の内容や方針」の割合が最

も高くなっています。 

単位：％ 

 

有
効
回
答
数
（
件
） 

教
育
・
保
育
の
内
容

や
方
針 

教
員
・
保
育
者
の
質 

施
設
や
設
備 

園
庭
の
有
無 

保
育
時
間 

認
可
の
有
無 

保
育
料 

自
宅
か
ら
の
距
離 

利
用
す
る
駅
や
職

場
か
ら
の
距
離 

そ
の
他 

無
回
答 

２歳 120 30.0 50.8 24.2 10.8 42.5 12.5 40.0 58.3 14.2 － 2.5 

３歳 215 57.2 53.0 27.0 19.1 37.7 6.5 26.5 51.2 8.4 0.5 2.8 

４歳 213 62.4 55.9 28.2 19.7 33.8 5.6 23.5 47.9 7.0 0.5 3.3 

５歳 211 62.1 55.9 27.0 19.9 34.1 5.2 24.2 47.9 7.6 0.5 3.3 
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【３歳】 

※現在３歳児のお子さんをお持ちの方に、現在と将来４歳～５歳になったときの希望を聞きました。 

 

○Ａ群：希望する教育・保育事業 

３歳で「預かり保育のある幼稚園」「延長保育のある認可保育所」の割合が、４歳、５歳で「預か

り保育のある幼稚園」の割合が最も高くなっています。 

単位：％ 

 

有
効
回
答
数
（
件
） 

幼
稚
園
（
通
常
の
就

園
時
間
の
利
用
の

み
） 

預
か
り
保
育
の
あ

る
幼
稚
園 

認
定
こ
ど
も
園 

延
長
保
育
の
あ
る

認
可
保
育
所 

延
長
保
育
の
な
い

認
可
保
育
所 

認
証
保
育
所 

保
育
室 

３歳 246 26.4 37.4 21.1 37.4 12.6 9.8 1.6 

４歳 246 38.2 52.0 24.4 41.5 13.0 10.2 1.6 

５歳 246 38.2 52.0 24.4 40.7 13.0 10.2 1.6 

単位：％ 

 

家
庭
福
祉
員
（
保
育

マ
マ
、
駅
型
グ
ル
ー

プ
保
育
室
） 

グ
ル
ー
プ
型
家
庭

的
保
育 

事
業
所
内
保
育
施

設 居
宅
訪
問
型
保
育 

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー 

利
用
希
望
な
し 

そ
の
他 

無
回
答 

３歳 1.6 0.4 4.5 0.8 4.5 0.4 0.4 28.5 

４歳 1.6 0.8 4.5 1.6 5.3 － 0.8 11.8 

５歳 1.6 0.4 4.9 1.6 4.5 － 0.4 12.6 

 

 

○Ｂ群：事業を希望する上で重視する条件 

すべての年齢で「教育・保育の内容や方針」の割合が６割以上と最も高くなっています。 

単位：％ 

 

有
効
回
答
数
（
件
） 

教
育
・
保
育
の
内
容

や
方
針 

教
員
・
保
育
者
の
質 

施
設
や
設
備 

園
庭
の
有
無 

保
育
時
間 

認
可
の
有
無 

保
育
料 

自
宅
か
ら
の
距
離 

利
用
す
る
駅
や
職

場
か
ら
の
距
離 

そ
の
他 

無
回
答 

３歳 175 61.7 52.6 26.3 15.4 35.4 11.4 27.4 49.7 10.3 1.1 1.7 

４歳 217 62.2 52.1 31.3 16.6 33.6 8.3 27.2 45.6 10.6 0.9 2.8 

５歳 215 63.3 53.0 30.7 16.3 32.6 8.4 27.4 46.5 10.2 0.9 2.3 
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【４歳】 

※現在４歳児のお子さんをお持ちの方に、現在と将来５歳になったときの希望を聞きました。 

 

○Ａ群：希望する教育・保育事業 

４歳、５歳ともに、「預かり保育のある幼稚園」の割合が最も高くなっています。 

単位：％ 

 

有
効
回
答
数
（
件
） 

幼
稚
園
（
通
常
の
就

園
時
間
の
利
用
の

み
） 

預
か
り
保
育
の
あ

る
幼
稚
園 

認
定
こ
ど
も
園 

延
長
保
育
の
あ
る

認
可
保
育
所 

延
長
保
育
の
な
い

認
可
保
育
所 

認
証
保
育
所 

保
育
室 

４歳 252 32.1 34.9 13.9 30.6 12.3 4.4 2.8 

５歳 252 42.1 47.2 19.4 38.1 15.1 6.0 2.8 

 

 

家
庭
福
祉
員
（
保
育

マ
マ
、
駅
型
グ
ル
ー

プ
保
育
室
） 

グ
ル
ー
プ
型
家
庭

的
保
育 

事
業
所
内
保
育
施

設 居
宅
訪
問
型
保
育 

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー 

利
用
希
望
な
し 

そ
の
他 

無
回
答 

４歳 0.4 1.2 2.8 0.4 5.6 0.8 0.8 31.0 

５歳 0.8 0.8 3.2 1.2 5.6 0.8 1.2 9.9 

 

○Ｂ群：事業を希望する上で重視する条件 

４歳、５歳ともに、「教育・保育の内容や方針」の割合が最も高くなっています。 

単位：％ 

 

有
効
回
答
数
（
件
） 

教
育
・
保
育
の
内
容

や
方
針 

教
員
・
保
育
者
の
質 

施
設
や
設
備 

園
庭
の
有
無 

保
育
時
間 

認
可
の
有
無 

保
育
料 

自
宅
か
ら
の
距
離 

利
用
す
る
駅
や
職

場
か
ら
の
距
離 

そ
の
他 

無
回
答 

４歳 172 59.3 54.7 29.1 22.1 32.6 6.4 30.2 44.8 7.6 1.2 1.7 

５歳 225 61.3 56.9 28.9 19.6 35.1 6.2 30.7 43.1 7.1 1.3 0.9 
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【５歳】 

※現在５歳児のお子さんをお持ちの方に、現在の希望を聞きました。 

 

○Ａ群：希望する教育・保育事業 

「預かり保育のある幼稚園」の割合が５割以上と最も高くなっています。 

単位：％ 

 

有
効
回
答
数
（
件
） 

幼
稚
園
（
通
常
の
就
園

時
間
の
利
用
の
み
） 

預
か
り
保
育
の
あ
る
幼

稚
園 

認
定
こ
ど
も
園 

延
長
保
育
の
あ
る
認
可

保
育
所 

延
長
保
育
の
な
い
認
可

保
育
所 

認
証
保
育
所 

保
育
室 

５歳 254 39.0 53.1 20.5 34.3 13.0 5.9 3.1 

単位：％ 

 

家
庭
福
祉
員
（
保
育
マ
マ
、

駅
型
グ
ル
ー
プ
保
育
室
） 

グ
ル
ー
プ
型
家
庭
的
保
育 

事
業
所
内
保
育
施
設 

居
宅
訪
問
型
保
育 

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー 

利
用
希
望
な
し 

そ
の
他 

無
回
答 

５歳 1.6 － 2.4 0.8 3.1 － 0.8 17.3 

 

○Ｂ群：事業を希望する上で重視する条件 

「教育・保育の内容や方針」の割合が６割と最も高くなっています。 

単位：％ 

 

有
効
回
答
数
（
件
） 

教
育
・
保
育
の
内
容

や
方
針 

教
員
・
保
育
者
の
質 

施
設
や
設
備 

園
庭
の
有
無 

保
育
時
間 

認
可
の
有
無 

保
育
料 

自
宅
か
ら
の
距
離 

利
用
す
る
駅
や
職

場
か
ら
の
距
離 

そ
の
他 

無
回
答 

５歳 210 60.0 53.3 25.7 17.1 31.9 7.6 34.3 43.8 8.6 1.9 2.4 

 



17 

 

［学齢別 定期的な教育・保育事業の利用希望（現在の学齢）］ 

 

【０歳（N=395）】 

「延長保育のある認可保育所」の割合が 40.8％と最も高く、次いで「認証保育所」の割合が 22.8％、

「延長保育のない認可保育所」の割合が 21.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１歳（N=240）】 

「延長保育のある認可保育所」の割合が 39.2％と最も高く、次いで「認証保育所」の割合が 19.2％、

「延長保育のない認可保育所」の割合が 15.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.3
3.5 4.8

40.8

21.0
22.8

4.8
7.8

1.5 1.8 2.0

7.6

19.0

0.5

29.4

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

幼
稚
園

預

か
り
保
育

の
あ
る
幼
稚
園

認
定

こ
ど
も
園

延
長
保
育

の
あ
る
認
可
保
育
所

延
長
保
育

の
な

い
認
可
保
育
所

認
証
保
育
所

保
育
室

家
庭
福
祉
員

グ

ル
ー

プ
型
家
庭
的
保
育

事
業
所
内
保
育
施
設

居
宅
訪
問
型
保
育

フ

ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー

ト

セ

ン
タ
ー

利
用
希
望
な

し

そ
の
他

無
回
答

（％）

0.4

7.5 8.8

39.2

15.0

19.2

5.0 5.8

1.3
3.8

1.3

9.2
10.8

0.4

40.0

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

幼
稚
園

預

か
り
保
育

の
あ
る
幼
稚
園

認
定

こ
ど
も
園

延
長
保
育

の
あ
る
認
可
保
育
所

延
長
保
育

の
な

い
認
可
保
育
所

認
証
保
育
所

保
育
室

家
庭
福
祉
員

グ

ル
ー

プ
型
家
庭
的
保
育

事
業
所
内
保
育
施
設

居
宅
訪
問
型
保
育

フ

ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー

ト

セ

ン
タ
ー

利
用
希
望
な

し

そ
の
他

無
回
答

（％）
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【２歳（N=244）】 

「延長保育のある認可保育所」の割合が 37.7％と最も高く、次いで「認証保育所」の割合が 15.6％、

「延長保育のない認可保育所」の割合が 11.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【３歳（N=246）】 

「預かり保育のある幼稚園」「延長保育のある認可保育所」の割合が 37.4％と最も高く、次いで「幼

稚園」の割合が 26.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.2

7.0
10.2

37.7

11.9
15.6

5.7
3.7

1.6 1.6 2.0

8.2
6.6

1.6

44.3

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

幼
稚
園

預

か
り
保
育

の
あ
る
幼
稚
園

認
定

こ
ど
も
園

延
長
保
育

の
あ
る
認
可
保
育
所

延
長
保
育

の
な

い
認
可
保
育
所

認
証
保
育
所

保
育
室

家
庭
福
祉
員

グ

ル
ー

プ
型
家
庭
的
保
育

事
業
所
内
保
育
施
設

居
宅
訪
問
型
保
育

フ

ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー

ト

セ

ン
タ
ー

利
用
希
望
な

し

そ
の
他

無
回
答

（％）

26.4

37.4

21.1

37.4

12.6
9.8

1.6 1.6 0.4

4.5

0.8

4.5

0.4 0.4

28.5

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

幼
稚
園

預

か
り
保
育

の
あ
る
幼
稚
園

認
定

こ
ど
も
園

延
長
保
育

の
あ
る
認
可
保
育
所

延
長
保
育

の
な

い
認
可
保
育
所

認
証
保
育
所

保
育
室

家
庭
福
祉
員

グ

ル
ー

プ
型
家
庭
的
保
育

事
業
所
内
保
育
施
設

居
宅
訪
問
型
保
育

フ

ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー

ト

セ

ン
タ
ー

利
用
希
望
な

し

そ
の
他

無
回
答

（％）
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【４歳（N=252）】 

「預かり保育のある幼稚園」の割合が 34.9％と最も高く、次いで「幼稚園」の割合が 32.1％、「延

長保育のある認可保育所」の割合が 30.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【５歳（N=254）】 

「預かり保育のある幼稚園」の割合が 53.1％と最も高く、次いで「幼稚園」の割合が 39.0%％、「延

長保育のある認可保育所」の割合が 34.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

32.1
34.9

13.9

30.6

12.3

4.4
2.8

0.4 1.2
2.8

0.4

5.6

0.8 0.8

31.0

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

幼
稚
園

預

か
り
保
育

の
あ
る
幼
稚
園

認
定

こ
ど
も
園

延
長
保
育

の
あ
る
認
可
保
育
所

延
長
保
育

の
な

い
認
可
保
育
所

認
証
保
育
所

保
育
室

家
庭
福
祉
員

グ

ル
ー

プ
型
家
庭
的
保
育

事
業
所
内
保
育
施
設

居
宅
訪
問
型
保
育

フ

ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー

ト

セ

ン
タ
ー

利
用
希
望
な

し

そ
の
他

無
回
答

（％）

39.0

53.1

20.5

34.3

13.0

5.9
3.1 1.6 0.0

2.4 0.8
3.1

0.0 0.8

17.3

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

幼
稚
園

預

か
り
保
育

の
あ
る
幼
稚
園

認
定

こ
ど
も
園

延
長
保
育

の
あ
る
認
可
保
育
所

延
長
保
育

の
な

い
認
可
保
育
所

認
証
保
育
所

保
育
室

家
庭
福
祉
員

グ

ル
ー

プ
型
家
庭
的
保
育

事
業
所
内
保
育
施
設

居
宅
訪
問
型
保
育

フ

ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー

ト

セ

ン
タ
ー

利
用
希
望
な

し

そ
の
他

無
回
答

（％）
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（６）地域の子育て支援事業の利用状況 

 ア 利用の有無 

「利用していない」の割合が 68.0％と最

も高く、次いで「ぴよぴよ（区立の子育て

のひろば）」の割合が 15.5％、「にこにこ（学

童クラブ室を活用した子育てのひろば）」

の割合が 9.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

［学齢別 地域の子育て支援事業の利用状況］ 

学齢別でみると、すべての学齢で「利用していない」の割合が高くなっています。また、０歳、１

歳、２歳で「ぴよぴよ（区立の子育てのひろば）」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

 

有
効
回
答
数
（
件
） 

ぴ
よ
ぴ
よ
（
区
立
の
子
育

て
の
ひ
ろ
ば
） 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
が
運

営
し
て
い
る
子
育
て
の

ひ
ろ
ば 

民
間
学
童
保
育
施
設
の

子
育
て
の
ひ
ろ
ば 

に
こ
に
こ
（
学
童
ク
ラ
ブ

室
を
活
用
し
た
子
育
て

の
ひ
ろ
ば
） 

そ
の
他
練
馬
区
で
実
施

し
て
い
る
類
似
の
事
業 

利
用
し
て
い
な
い 

無
回
答 

０歳 395  28.1  10.6  6.1  15.9  8.1  51.4  4.6  

１歳 240  27.9  13.3  8.8  17.1  7.9  52.5  5.0  

２歳 244  18.0  6.1  7.8  12.3  10.7  58.6  6.6  

３歳 246  4.9  1.6  2.8  2.0  5.7  80.5  6.1  

４歳 252  3.6  2.8  1.2  0.8  5.2  85.3  3.2  

５歳 254  3.5  2.4  1.6  2.4  2.0  88.6  3.1  

 

N = 1651 ％

ぴよぴよ（区立の子育てのひ
ろば）

ＮＰＯ法人などが運営している
子育てのひろば

民間学童保育施設の子育て
のひろば

にこにこ（学童クラブ室を活用
した子育てのひろば）

その他練馬区で実施している
類似の事業

利用していない

無回答

15.5

6.5

4.7

9.0

6.7

68.0

4.8

0 20 40 60 80 100
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 イ 今後の利用希望 

「新たに利用したり、利用日数を増やし

たいとは思わない」の割合が 54.5％と最も

高く、次いで「利用していないが、今後利

用したい」の割合が 25.4％、「すでに利用

しているが、今後利用日数を増やしたい」

の割合が 14.7％となっています。 

 

 

 

［学齢別 地域の子育て支援事業の利用希望］ 

学齢別でみると、０歳で「利用していないが、今後利用したい」の割合が約４割と他の学齢に比べ

高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［全体・学齢別 １か月当たりの利用希望回数］ 

単位：回 

 

利
用
し
て
い
な
い
が
今

後
利
用
し
た
い 

す
で
に
利
用
し
て
い
る

が
今
後
利
用
日
数
を
増

や
し
た
い 

全体平均回数 2.9 3.4 

０歳 3.4 3.9 

１歳 3.1 3.3 

２歳 2.8 3.4 

３歳 2.2 2.9 

４歳 2.2 2.3 

５歳 3.2 2.3 

39.022.922.517.521.419.7 28.124.214.36.14.43.9 26.848.856.672.067.971.7 6.14.26.64.56.34.7
0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用していないが、今後利用したい

すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい

新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは思わない

無回答

N = 1651 ％

利用していないが、今後利用
したい

すでに利用しているが、今後
利用日数を増やしたい

新たに利用したり、利用日数
を増やしたいとは思わない

無回答

25.4

14.7

54.5

5.5

0 20 40 60 80 100

N =

０歳 395

１歳 240

２歳 244

３歳 246

４歳 252

５歳 254 19.7

21.4

17.5

22.5

22.9

39.0

3.9

4.4

6.1

14.3

24.2

28.1

71.7

67.9

72.0

56.6

48.8

26.8

4.7

6.3

4.5

6.6

4.2

6.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（７）土曜・休日や長期休暇中の定期的な教育・保育事業の利用希望 

ア 土曜日 

「利用する必要はない」の割合が 67.4％

と最も高く、次いで「月に１～２回は利用

したい」の割合が 24.1％、「ほぼ毎週利用

したい」の割合が 7.0％となっています。 

 

 

 

イ 日曜日・祝日 

「利用する必要はない」の割合が 83.2％

と最も高く、次いで「月に１～２回は利用

したい」の割合が 13.1％、「ほぼ毎週利用

したい」の割合が 1.8％となっています。 

 

 

 

 

 ウ 幼稚園の長期休暇中の利用希望 

「ほぼ毎週利用したい」の割合が 40.2％

と最も高く、次いで「利用する必要はない」

の割合が 34.6％、「月に１～２回は利用し

たい」の割合が 23.9％となっています。 

 

 

 

 

N = 1651 ％

利用する必要はない

ほぼ毎週利用したい

月に１～２回は利用したい

無回答

67.4

7.0

24.1

1.6

0 20 40 60 80 100

N = 1651 ％

利用する必要はない

ほぼ毎週利用したい

月に１～２回は利用したい

無回答

83.2

1.8

13.1

2.0

0 20 40 60 80 100

N = 497 ％

利用する必要はない

ほぼ毎週利用したい

月に１～２回は利用したい

無回答

34.6

40.2

23.9

1.2

0 20 40 60 80 100
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（８）子の病気の際の対応 

 ア 通常の事業が利用できなかったことの有無 

「あった」の割合が 77.3％、「なかった」

の割合が 19.4％となっています。 

 

 

 

 

イ １年間の対処法 

「母親が休んだ」の割合が 60.4％と最も

高く、次いで「父親または母親のうち就労

していない方が子どもを看た」の割合が

32.8％、「（同居者を含む）親族・知人に子

どもを看てもらった」の割合が 27.1％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ウ 病児・病後児保育の利用希望 

「利用したいとは思わない」の割合が

50.0％、「できれば病児・病後児保育施設

等を利用したい」の割合が 48.2％となって

います。 

 

 

［全体・学齢別 病児・病後児保育施設の平均利用希望日数］ 

学齢別でみると、４歳で 4.8 日と最も少なく、3 歳で 8.8 日と最も高くなっています。全体の平均

利用希望日数は 6.1日となっています。 

単位：日 

  全体 ０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 

平均 6.1 7.9 5.5 5.6 8.8 4.8 5.0 

 

 

 

N = 809 ％

父親が休んだ

母親が休んだ

（同居者を含む）親族・知人に
子どもを看てもらった

父親または母親のうち就労して
いない方が子どもを看た

病児・病後児の保育を利用した

ベビーシッターを利用した

仕方なく子どもだけで留守番を
させた

その他

無回答

26.2

60.4

27.1

32.8

8.7

1.4

1.4

2.7

2.0

0 20 40 60 80 100

N = 1047 ％

あった

なかった

無回答

77.3

19.4

3.3

0 20 40 60 80 100

N = 500 ％

できれば病児・病後児保育施
設等を利用したい

利用したいとは思わない

無回答

48.2

50.0

1.8

0 20 40 60 80 100
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（９）一時預かり等の利用 

ア 利用している事業 

「利用していない」の割合が 74.7％と最

も高く、次いで「幼稚園の預かり保育」の

割合が 9.9％、「保育施設での一時預かり」

の割合が 6.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 イ 一時預かり等の利用希望 

「利用したい」の割合が 50.9％、「利用

する必要はない」の割合が 45.5％となって

います。 

 

 

 

ウ 利用したい年間日数 

「20 日以上」の割合が 26.0％と最も高

く、次いで「10～14日」の割合が 19.0％、

「５～６日」の割合が 8.1％となっていま

す。 

 

 

 

 

               

 

 

 

 

 

 

 

N = 841 ％

１日

２日

３日

４日

５～６日

７～９日

10～14日

15～19日

20日以上

無回答

1.0

2.4

2.9

2.9

8.1

4.4

19.0

5.5

26.0

27.9

0 20 40 60 80 100

N = 1651 ％

保育施設での一時預かり

乳幼児一時預かり

民設子育てのひろばでの一時
預かり

幼稚園の預かり保育

ファミリーサポートセンター

夜間一時保育：トワイライトス
テイ

ベビーシッター

その他

利用していない

無回答

6.0

3.1

1.8

9.9

4.1

0.5

1.2

0.9

74.7

2.2

0 20 40 60 80 100

N = 1651 ％

利用したい

利用する必要はない

無回答

50.9

45.5

3.6

0 20 40 60 80 100
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（10）小学校就学後の放課後の過ごし方 

 ア 放課後の過ごさせたい場所 

【小学校低学年】 

「習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、

学習塾など）」の割合が 61.0％と最も高く、

次いで「自宅」の割合が 54.3％、「学童ク

ラブ」の割合が 38.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【小学校高学年】 

「習い事」の割合が 82.7％と最も高く、

次いで「自宅」の割合が 62.6％、「居場所

づくり事業（ひろば事業）」の割合が 30.7％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N = 254 ％

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

児童館

居場所づくり事業（ひろば事業）

学童クラブ

ファミリーサポートセンター

その他

無回答

62.6

26.0

82.7

20.9

30.7

20.9

0.4

24.8

2.0

0 20 40 60 80 100

N = 254 ％

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、サッカーク
ラブ、学習塾など）

児童館

居場所づくり事業（ひろば事業）

学童クラブ

ファミリーサポートセンター

その他

無回答

54.3

20.9

61.0

21.7

35.4

38.6

0.8

20.9

2.0

0 20 40 60 80 100
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 イ 土日等の居場所づくり事業（ひろば事業）の利用希望 

【土曜日】 

「利用する必要はない」の割合が 36.6％

と最も高く、次いで「高学年（４～６年生）

になっても利用したい」の割合が 27.7％、

「低学年（１～３年生）の間は利用したい」

の割合が 25.9％となっています。 

 

 

【夏休み等】 

「高学年（４～６年生）になっても利用

したい」の割合が 47.3％と最も高く、次い

で「低学年（１～３年生）の間は利用した

い」の割合が 29.5％、「利用する必要はな

い」の割合が 9.8％となっています。 

 

 

 

ウ 土日等の学童クラブの利用希望 

【土曜日】 

「利用する必要はない」の割合が 51.9％

と最も高く、次いで「低学年（１～３年生）

の間は利用したい」の割合が 21.2％、「６

年生まで利用したい」の割合が 13.5％とな

っています。 

 

 

 

 

【日曜日・祝日】 

「利用する必要はない」の割合が 75.0％

と最も高く、次いで「低学年（１～３年生）

の間は利用したい」の割合が 9.6％、「６年

生まで利用したい」の割合が 5.8％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

N = 112 ％

低学年（１～３年生）の間は利
用したい

高学年（４～６年生）になっても
利用したい

利用する必要はない

無回答

25.9

27.7

36.6

9.8

0 20 40 60 80 100

N = 112 ％

低学年（１～３年生）の間は利
用したい

高学年（４～６年生）になっても
利用したい

利用する必要はない

無回答

29.5

47.3

9.8

13.4

0 20 40 60 80 100

N = 104 ％

低学年（１～３年生）の間は利
用したい

４年生まで利用したい

５年生まで利用したい

６年生まで利用したい

利用する必要はない

無回答

21.2

4.8

0.0

13.5

51.9

8.7

0 20 40 60 80 100

N = 104 ％

低学年（１～３年生）の間は利
用したい

４年生まで利用したい

５年生まで利用したい

６年生まで利用したい

利用する必要はない

無回答

9.6

1.0

0.0

5.8

75.0

8.7

0 20 40 60 80 100
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【夏休み等】 

「６年生まで利用したい」の割合が

39.4％と最も高く、次いで「低学年（１～

３年生）の間は利用したい」の割合が

33.7％、「４年生まで利用したい」の割合

が 11.5％となっています。 

 

 

 

 

（11）子育て全般について 

 ア 子育てを楽しいと感じるか 

「楽しいと感じることが多い」の割合が

67.8％と最も高く、次いで「楽しいと感じ

ることとつらいと感じることが同じくら

い」の割合が 26.7％、「つらいと感じるこ

との方が多い」の割合が 2.8％となってい

ます。 

 

 

 

 

 イ 有効と感じる子育て支援・対策 

「子育てしやすい住居・まちの環境面で

の充実」の割合が 65.1％と最も高く、次い

で「保育サービスの充実」の割合が 61.6％、

「地域における子育て支援の充実」の割合

が 53.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N = 1120 ％

地域における子育て支援の
充実

保育サービスの充実

子育て支援のネットワークづ
くり

地域における子どもの活動
拠点の充実

妊娠・出産に対する支援

母親・乳児の健康に対する
安心

子どもの教育環境

子育てしやすい住居・まちの
環境面での充実

仕事と家庭生活の両立

子どもを対象にした犯罪・事
故の軽減

養育支援の充実

その他

無回答

53.3

61.6

29.0

41.0

42.2

35.2

47.5

65.1

50.0

46.6

24.6

3.8

1.5

0 20 40 60 80 100

N = 104 ％

低学年（１～３年生）の間は利
用したい

４年生まで利用したい

５年生まで利用したい

６年生まで利用したい

利用する必要はない

無回答

33.7

11.5

1.0

39.4

6.7

7.7

0 20 40 60 80 100

N = 1651 ％

楽しいと感じることが多い

楽しいと感じることとつらいと
感じることが同じくらい

つらいと感じることの方が多い

その他

わからない

無回答

67.8

26.7

2.8

0.7

1.2

0.7

0 20 40 60 80 100
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 ウ 子育てのつらさを解消するために必要と思うこと 

「保育サービスの充実」の割合が 60.7％

と最も高く、次いで「仕事と家庭生活の両

立」の割合が 45.9％、「地域における子育

て支援の充実」の割合が 43.0％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 エ 練馬区における子育ての環境や支援への満足度 

「３」の割合が 38.0％と最も高く、次い

で「４」の割合が 33.7％、「２」の割合が

15.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

N = 1651 ％

1（満足度が低い）

2

3

4

5（満足度が高い）

無回答

5.6

15.4

38.0

33.7

5.5

1.8

0 20 40 60 80 100

N = 488 ％

地域における子育て支援の
充実

保育サービスの充実

子育て支援のネットワークづ
くり

地域における子どもの活動
拠点の充実

妊娠・出産に対する支援

母親・乳児の健康に対する
安心

子どもの教育環境

子育てしやすい住居・まちの
環境面での充実

仕事と家庭生活の両立

子どもを対象にした犯罪・事
故の軽減

養育支援の充実

その他

無回答

43.0

60.7

25.0

30.5

20.5

21.3

28.5

41.6

45.9

26.4

24.0

12.1

1.6

0 20 40 60 80 100
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３．小学校児童家庭の調査結果 

 

（１）保護者の就労状況 

ア 母親 

「就労しており、産休・育休・介護休業

中ではない」の割合が 53.9％と最も高く、

次いで「以前は就労していたが、現在は就

労していない」の割合が 35.2％、「これま

で就労したことがない」の割合が 6.3％と

なっています。 

 

 

【就労形態（母親）】 

「パート」の割合が 51.4％と最も高く、

次いで「正規」の割合が 28.9％、「アルバ

イト」の割合が 5.3％となっています。 

 

 

 

 

 

イ 父親 

「就労しており、育休・介護休業中では

ない」の割合が 90.0％と最も高く、次いで

「以前は就労していたが、現在は就労して

いない」の割合が 1.1％、「これまで就労し

たことがない」の割合が 0.2％となってい

ます。 

 

【就労形態（父親）】 

「正規」の割合が 86.4％と最も高く、次

いで「派遣」の割合が 0.6％、「パート」の

割合が 0.5％となっています。 

 

 

 

 

N = 1850 ％

就労しており、産休・育休・介
護休業中ではない

就労しているが、産休・育休・
介護休業中である

以前は就労していたが、現在
は就労していない

これまで就労したことがない

無回答

53.9

0.9

35.2

6.3

3.7

0 20 40 60 80 100

N = 1706 ％

就労しており、育休・介護休業
中ではない

就労しているが、育休・介護休
業中である

以前は就労していたが、現在
は就労していない

これまで就労したことがない

無回答

90.0

0.0

1.1

0.2

8.7

0 20 40 60 80 100

N = 1535 ％

正規

派遣

パート

アルバイト

その他

無回答

86.4

0.6

0.5

0.4

8.4

3.7

0 20 40 60 80 100

N = 1013 ％

正規

派遣

パート

アルバイト

その他

無回答

28.9

3.7

51.4

5.3

8.6

2.1

0 20 40 60 80 100
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N =

６歳（１年生） 137

７歳（２年生） 135

８歳（３年生） 138

９歳（４年生） 197

10歳（５年生） 181

11歳（６年生） 196 8.2

5.0

6.6

8.0

4.4

7.3

15.3

13.8

9.1

13.8

8.1

10.2

70.9

70.2

74.1

69.6

80.0

75.9

2.6

5.5

7.1

5.8

4.4

3.6

3.1

5.5

3.0

2.9

3.0

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

7.34.48.06.65.08.2 10.28.1 13.89.113.815.3 75.980.069.674.170.270.9 3.64.45.87.15.52.62.93.02.93.05.53.1
0% 20% 40% 60% 80% 100%

就労日数・時間を増やす希望があり、実現できる見込みがある

就労日数・時間を増やす希望はあるが、実現できる見込みはない

今の就労を続けることを希望

仕事をやめて子育てや家事に専念したい

無回答

（２）今後の就労変更希望 

ア 母親 

「今の就労を続けることを希望」の割合

が 73.1％と最も高く、次いで「就労日数・

時間を増やす希望はあるが、実現できる見

込みはない」の割合が 11.8％、「就労日数・

時間を増やす希望があり、実現できる見込

みがある」の割合が 6.5％となっています。 

 

 

 

 

イ 父親 

「今の就労を続けることを希望」の割合

が 90.9％と最も高く、次いで「就労日数・

時間を増やす希望はあるが、実現できる見

込みはない」の割合が 1.1％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

［学齢別 就労変更希望（母親）］ 

学齢別でみると、７歳（２年生）で、「今の就労を続けることを希望」の割合が８割と他の学齢と

比べ高くなっています。 

また、６歳（１年生）から９歳（４年生）までで、学齢が高くなるにつれ、「仕事をやめて子育て

や家事に専念したい」の割合が高くなる傾向となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N = 1013 ％

就労日数・時間を増やす希望
があり、実現できる見込みが
ある

就労日数・時間を増やす希望
はあるが、実現できる見込み
はない

今の就労を続けることを希望

仕事をやめて子育てや家事に
専念したい

無回答

6.5

11.8

73.1

4.9

3.6

0 20 40 60 80 100

N = 1535 ％

就労日数・時間を増やす希望
があり、実現できる見込みが
ある

就労日数・時間を増やす希望
はあるが、実現できる見込み
はない

今の就労を続けることを希望

仕事をやめて子育てや家事に
専念したい

無回答

0.3

1.1

90.9

0.3

7.3

0 20 40 60 80 100
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N =

６歳（１年生） 141

７歳（２年生） 123

８歳（３年生） 130

９歳（４年生） 129

10歳（５年生） 128

11歳（６年生） 99 24.2

27.3

28.7

28.5

28.5

32.6

32.3

30.5

32.6

35.4

37.4

35.5

26.3

27.3

23.3

24.6

17.1

16.3

2.0

2.3

1.6

2.8

15.2

12.5

14.0

11.5

17.1

12.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

32.628.528.528.727.324.2 35.537.435.432.630.532.3 16.317.124.623.327.326.3 2.81.62.32.0 12.817.111.514.012.515.2
0% 20% 40% 60% 80% 100%

子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）

1 年より先、一番下の子どもが（　　　）歳になったころに就労したい

すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい

就労の予定が決まっている

無回答

（３）今後の就労希望 

ア 母親 

「１年より先、一番下の子どもが

（   ）歳になったころに就労したい」

の割合が 34.2％と最も高く、次いで「子育

てや家事などに専念したい（就労の予定は

ない）」の割合が 28.5％、「すぐにでも、も

しくは１年以内に就労したい」の割合が

22.1％となっています。 

 

 

 

イ 父親 

「すぐにでも、もしくは１年以内に就労

したい」が５件、「１年より先、一番下の

子どもが（   ）歳になったころに就労

したい」「就労の予定が決まっている」が

それぞれ１件となっています。（無回答 15

件） 

 

 

 

 

 

 

［学齢別 就労希望（母親）］ 

学齢別でみると、学齢が低くなるにつれ、「子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）」

の割合が高くなる傾向となっており、学齢が高くなるにつれ、「すぐにでも、もしくは１年以内に就

労したい」の割合が高くなる傾向となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N = 768 ％

子育てや家事などに専念した
い（就労の予定はない）

1 年より先、一番下の子どもが
（　　　）歳になったころに就労
したい

すぐにでも、もしくは１年以内
に就労したい

就労の予定が決まっている

無回答

28.5

34.2

22.1

1.4

13.7

0 20 40 60 80 100

N = 22 ％

子育てや家事などに専念した
い（就労の予定はない）

1 年より先、一番下の子どもが
（　　　）歳になったころに就労
したい

すぐにでも、もしくは１年以内
に就労したい

就労の予定が決まっている

無回答

0.0

4.5

22.7

4.5

68.2

0 20 40 60 80 100
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（４）子の病気の際の対応 

 ア 通常の事業が利用できなかったことの有無 

「あった」の割合が 62.9％、「なかった」

の割合が 35.3％となっています。 

 

 

 

 

イ １年間の対処法 

「母親が休んだ」の割合が 45.0％と最も

高く、次いで「父親または母親のうち就労

していない方が子どもを看た」の割合が

39.7％、「（同居者を含む）親族・知人に子

どもを看てもらった」の割合が 13.7％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ウ 病児・病後児保育の利用希望 

「利用したいとは思わない」の割合が

79.7％、「できれば病児・病後児保育施設

等を利用したい」の割合が 19.6％となって

います。 

 

 

［全体・学齢別 病児・病後児保育施設の平均利用希望日数］ 

学齢別でみると、８歳（３年生）、10 歳（５年生）で 2.9 日と最も少なく、９歳（４年生）で 4.2

日と最も多くなっています。 

病児・病後児保育施設の平均利用希望日数は全体では 3.4日となっています。 

単位：日 

 全体 
６歳 

（１年生） 

７歳 

（２年生） 

８歳 

（３年生） 

９歳 

（４年生） 

10 歳 

（５年生） 

11 歳 

（６年生） 

平均 3.4 3.5 3.3 2.9 4.2 2.9 4.0 

N = 1860 ％

あった

なかった

無回答

62.9

35.3

1.8

0 20 40 60 80 100

N = 1170 ％

父親が休んだ

母親が休んだ

（同居者を含む）親族・知人に
子どもを看てもらった

父親または母親のうち就労して
いない方が子どもを看た

病児・病後児の保育を利用した

ベビーシッターを利用した

仕方なく子どもだけで留守番を
させた

その他

無回答

10.1

45.0

13.7

39.7

0.9

0.3

10.5

3.5

2.8

0 20 40 60 80 100

N = 547 ％

できれば病児・病後児保育施
設等を利用したい

利用したいとは思わない

無回答

19.6

79.7

0.7

0 20 40 60 80 100
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（５）一時預かり等の利用 

ア 利用している事業 

「利用していない」の割合が 94.2％と最

も高く、次いで「ファミリーサポートセン

ター」の割合が 2.1％、「ベビーシッター」

の割合が 0.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 イ 一時預かり等の利用希望 

「利用する必要はない」の割合が 79.5％、

「利用したい」の割合が 14.6％となってい

ます。 

 

 

 

ウ 利用したい年間日数 

「20 日以上」の割合が 12.5％と最も高

く、次いで「10～14日」の割合が 10.7％、

「５～６日」の割合が 7.4％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N = 1860 ％

ファミリーサポートセンター

夜間一時保育：トワイライトス
テイ

ベビーシッター

その他

利用していない

無回答

2.1

0.1

0.6

1.3

2.0

94.2

0 20 40 60 80 100

N = 271 ％

１日

２日

３日

４日

５～６日

７～９日

10～14日

15～19日

20日以上

無回答

4.8

5.9

3.3

2.2

7.4

3.3

10.7

3.0

12.5

46.9

0 20 40 60 80 100

N = 1860 ％

利用したい

利用する必要はない

無回答

14.6

79.5

5.9

0 20 40 60 80 100
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（６）放課後の過ごし方 

 ア 放課後の過ごさせたい場所 

【小学校低学年】 

「習い事」の割合が 66.3％と最も高く、

次いで「自宅」の割合が 55.8％、「居場所

づくり事業（ひろば事業）」の割合が 40.6％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【小学校高学年】 

「習い事」の割合が 75.7％と最も高く、

次いで「自宅」の割合が 63.9％、「居場所

づくり事業（ひろば事業）」の割合が 28.7％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N = 830 ％

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

児童館

居場所づくり事業（ひろば事業）

学童クラブ

ファミリーサポートセンター

その他

無回答

55.8

21.0

66.3

21.9

40.6

29.0

0.6

23.3

0.5

0 20 40 60 80 100

N = 1860 ％

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

児童館

居場所づくり事業（ひろば事業）

学童クラブ

ファミリーサポートセンター

その他

無回答

63.9

22.7

75.7

19.5

28.7

11.1

0.4

32.2

5.0

0 20 40 60 80 100
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 イ 土日等の居場所づくり事業（ひろば事業）の利用希望 

【土曜日】 

「高学年（４～６年生）になっても利用

したい」の割合が 40.4％と最も高く、次い

で「利用する必要はない」の割合が 37.3％、

「低学年（１～３年生）の間は利用したい」

の割合が 15.9％となっています。 

 

 

【夏休み等】 

「高学年（４～６年生）になっても利用

したい」の割合が 61.0％と最も高く、次い

で「低学年（１～３年生）の間は利用した

い」の割合が 18.3％、「利用する必要はな

い」の割合が 12.2％となっています。 

 

 

 

ウ 土日等の学童クラブの利用希望 

【土曜日】 

「利用する必要はない」の割合が 52.1％

と最も高く、次いで「６年生まで利用した

い」の割合が 18.9％、「低学年（１～３年

生）の間は利用したい」の割合が 9.8％と

なっています。 

 

 

 

 

【日曜日・祝日】 

「利用する必要はない」の割合が 71.0％

と最も高く、次いで「６年生まで利用した

い」の割合が 8.2％、「低学年（１～３年生）

の間は利用したい」の割合が 2.1％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

N = 649 ％

低学年（１～３年生）の間は利
用したい

高学年（４～６年生）になっても
利用したい

利用する必要はない

無回答

15.9

40.4

37.3

6.5

0 20 40 60 80 100

N = 649 ％

低学年（１～３年生）の間は利
用したい

高学年（４～６年生）になっても
利用したい

利用する必要はない

無回答

18.3

61.0

12.2

8.5

0 20 40 60 80 100

N = 328 ％

低学年（１～３年生）の間は利
用したい

４年生まで利用したい

５年生まで利用したい

６年生まで利用したい

利用する必要はない

無回答

9.8

3.7

1.2

18.9

52.1

14.3

0 20 40 60 80 100

N = 328 ％

低学年（１～３年生）の間は利
用したい

４年生まで利用したい

５年生まで利用したい

６年生まで利用したい

利用する必要はない

無回答

2.1

1.5

0.6

8.2

71.0

16.5

0 20 40 60 80 100
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【夏休み等】 

「６年生まで利用したい」の割合が

52.4％と最も高く、次いで「低学年（１～

３年生）の間は利用したい」の割合が

17.1％、「４年生まで利用したい」の割合

が 13.4％となっています。 

 

 

 

 

 

（７）児童館について 

「現在のままでよい」の割合が 40.4％と

最も高く、次いで「児童館のことは知らな

い」の割合が 18.0％、「施設内の事業だけ

でなく、学校や地域等との地域活動を強化

してほしい」の割合が 11.7％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）安全、防犯対策について 

 ア 通学路の安全について気になること 

「不審者」の割合が 81.7％と最も高く、

次いで「交通事故」の割合が 80.1％、「犯

罪に巻き込まれること」の割合が 54.3％と

なっています。 

 

 

 

 

 

N = 328 ％

低学年（１～３年生）の間は利
用したい

４年生まで利用したい

５年生まで利用したい

６年生まで利用したい

利用する必要はない

無回答

17.1

13.4

3.0

52.4

2.4

11.6

0 20 40 60 80 100

N = 1860 ％

利用日を拡大してほしい

利用時間を見直してほしい

乳幼児親子のつどいの場の拡
大や、子育てサークルの支援
を充実してほしい

中高生を対象とした取り組み
を充実してほしい

施設内の事業だけでなく、学
校や地域等との地域活動を強
化してほしい

現在のままでよい

児童館のことは知らない

その他

無回答

5.7

4.4

3.5

10.1

11.7

40.4

18.0

10.0

6.3

0 20 40 60 80 100

N = 1860 ％

交通事故

不審者

犯罪に巻き込まれること

その他

特に気になることはない

無回答

80.1

81.7

54.3

2.8

5.2

1.6

0 20 40 60 80 100
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 イ 有害情報から子どもを守る取組み 

「携帯電話、インターネットの正しい利

用方法の周知」の割合が 83.6％と最も高く、

次いで「フィルタリング付加の徹底」の割

合が 61.0％、「情報モラル教育講座など啓

発講習会の開催」の割合が 34.0％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 ウ 子どもの防犯に関して必要なこと 

「防犯パトロールの強化」の割合が

58.8％と最も高く、次いで「上記以外の防

犯教育の充実」の割合が 57.9％、「防犯の

ためのグッズや対応の仕方の周知」の割合

が 50.1％となっています。 

 

 

 

 

 

（９）子育て全般について 

ア 子育てを楽しいと感じるか 

「楽しいと感じることが多い」の割合が

60.4％と最も高く、次いで「楽しいと感じ

ることとつらいと感じることが同じくら

い」の割合が 32.2％、「つらいと感じるこ

との方が多い」の割合が 2.6％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

N = 1860 ％

携帯電話、インターネットの正
しい利用方法の周知

フィルタリング付加の徹底

情報モラル教育講座など啓発
講習会の開催

携帯電話、インターネットによ
る被害についての身近な相談
機関

その他

特に何も必要ない

無回答

83.6

61.0

34.0

31.0

5.8

1.3

2.3

0 20 40 60 80 100

N = 1860 ％

子ども防犯ハンドブックのよう
なものの配布を増やす

上記以外の防犯教育の充実

防犯のためのグッズや対応の
仕方の周知

防犯パトロールの強化

その他

無回答

19.1

57.9

50.1

58.8

7.0

2.2

0 20 40 60 80 100

N = 1860 ％

楽しいと感じることが多い

楽しいと感じることとつらいと
感じることが同じくらい

つらいと感じることの方が多い

その他

わからない

無回答

60.4

32.2

2.6

1.2

1.9

1.7

0 20 40 60 80 100
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 イ 有効と感じる子育て支援・対策 

「子育てしやすい住居・まちの環境面で

の充実」の割合が 58.7％と最も高く、次い

で「仕事と家庭生活の両立」の割合が

48.2％、「子どもの教育環境」の割合が

46.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ウ 子育てのつらさを解消するために必要と思うこと 

「仕事と家庭生活の両立」の割合が

41.3％と最も高く、次いで「子どもの教育

環境」の割合が 35.1％、「子育てしやすい

住居・まちの環境面での充実」の割合が

32.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N = 647 ％

地域における子育て支援の
充実

保育サービスの充実

子育て支援のネットワークづ
くり

地域における子どもの活動
拠点の充実

妊娠・出産に対する支援

母親・乳児の健康に対する
安心

子どもの教育環境

子育てしやすい住居・まちの
環境面での充実

仕事と家庭生活の両立

子どもを対象にした犯罪・事
故の軽減

養育支援の充実

その他

無回答

26.4

20.1

12.1

24.4

6.6

4.6

35.1

32.9

41.3

26.3

20.9

11.3

4.0

0 20 40 60 80 100

N = 1124 ％

地域における子育て支援の
充実

保育サービスの充実

子育て支援のネットワークづ
くり

地域における子どもの活動
拠点の充実

妊娠・出産に対する支援

母親・乳児の健康に対する
安心

子どもの教育環境

子育てしやすい住居・まちの
環境面での充実

仕事と家庭生活の両立

子どもを対象にした犯罪・事
故の軽減

養育支援の充実

その他

無回答

42.2

33.3

18.2

43.9

23.9

17.8

46.7

58.7

48.2

46.2

19.7

4.1

1.4

0 20 40 60 80 100
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 エ 練馬区における子育ての環境や支援への満足度 

「３」の割合が 43.8％と最も高く、次い

で「４」の割合が 35.6％、「２」の割合が

10.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

N = 1860 ％

1（満足度が低い）

2

3

4

5（満足度が高い）

無回答

1.9

10.2

43.8

35.6

5.4

3.1

0 20 40 60 80 100
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４．単身および子どものいない世帯の調査結果 

 

（１）子育てや結婚について 

 ア 結婚しているかどうか 

「結婚している（配偶者がいる）」の割

合が 78.7％と最も高く、次いで「結婚も同

居もしていない」の割合が 19.1％、「結婚

していないが同居している（パートナーが

いる）」の割合が 1.4％となっています。 

 

 

 

 イ 将来子どもを持ちたいと思うか 

「将来子どもを持ちたい」の割合が

91.5％、「子どもを持ちたいと思わない」

の割合が 7.8％となっています。 

 

 

 

 ウ 子どもを持ちたいと思う理由 

「家族の結びつきが強くなるから」の割

合が 57.4％と最も高く、次いで「生きがい

になると思うから」の割合が 51.9％、「子

どもがいると家庭が明るくなるから」の割

合が 46.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

N = 141 ％

結婚している（配偶者がいる）

結婚していないが同居してい
る（パートナーがいる）

結婚も同居もしていない

結婚したが、離別・死別した

無回答

78.7

1.4

19.1

0.7

0.0

0 20 40 60 80 100

N = 141 ％

将来子どもを持ちたい

子どもを持ちたいと思わない

無回答

91.5

7.8

0.7

0 20 40 60 80 100

N = 129 ％

子どもを育てることは楽しいと思
うから

子どもがいると家庭が明るくな
るから

子どもが好きだから

子どもがかわいいから

生きがいになると思うから

家族の結びつきが強くなるから

その他

無回答

子どもを通じて交流が広がるから

45.7

46.5

38.0

45.0

51.9

57.4

18.6

16.3

0.0

0 20 40 60 80 100



41 

 エ 子どもを持ちたいと思わない理由 

「自分のまわりに子育てを助けてくれ

る人がいないから」の割合が 63.6％と最も

高く、次いで「子育ての責任が女性にかた

よっているから」の割合が 54.5％、「出産・

子育ての知識や自信がないから」「勤め先

の育児休業制度や子育てを支援する制度

が整っていないから」の割合がそれぞれ

45.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N = 11 ％

出産・子育ての知識や自信が
ないから

子育てはめんどうくさいから

子どもはきらいだから

自分の生活をエンジョイしたい
から

仕事を優先したいから

自分のまわりに子育てを助け
てくれる人がいないから

自分が子どもを虐待するので
はないかと思うから

配偶者（パートナーなど）が子
育てを望まないから

子育ての責任が女性にかた
よっているから

地域の中に保育園など子ども
をあずけられるところが整って
いない（足りていない）から

地域の中に子どもが安心して
遊べるところが整っていない
（足りていない）から

地域の中で育児や子育てにつ
いて相談しやすい体制が整っ
ていないから

勤め先の育児休業制度や子
育てを支援する制度が整って
いないから

受験競争や企業社会など、今
の世の中は子どもにとってふ
さわしい時代とは思えないから

子育ての経済的負担に耐えら
れないと思うから

地球環境の悪化や現在の住
環境が子育てにふさわしくない
から

その他

無回答

いじめや差別･ 不登校など、子
どもをとりまく問題があるから

45.5

18.2

18.2

27.3

9.1

63.6

36.4

27.3

54.5

27.3

9.1

18.2

45.5

27.3

36.4

36.4

27.3

18.2

0.0

0 20 40 60 80 100
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（２）地域交流について 

 ア 自分の周りに子どもがいることをどう思うか 

「地域や家庭が明るくなる」の割合が

53.9％と最も高く、次いで「地域や家庭の

結びつきが強まる」の割合が 23.4％、「子

どもから教えられることがある」「まわり

にいると楽しい」の割合がそれぞれ 20.6％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 近所とのつきあいの状況 

「あいさつをする程度」の割合が 67.4％

と最も高く、次いで「ほとんどつきあいは

ない」の割合が 23.4％、「ときどき道で話

をする」の割合が 5.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

N = 141 ％

地域や家庭が明るくなる

地域や家庭の結びつきが強まる

老後を安心して過ごせる

子どもから教えられることがある

まわりにいると楽しい

子どもを通じて交流が広がる

うるさいと思う

まわりにいるとわずらわしい

負担に感じる

子どもの様子を見ていると気に
なる

その他

特に何も感じない

無回答

53.9

23.4

4.3

20.6

20.6

18.4

12.8

4.3

0.7

9.2

2.8

7.1

19.9

0 20 40 60 80 100

N = 141 ％

あいさつをする程度

ときどき道で話をする

相手の家に行って話をする

食事に一緒に行ったり、家族
ぐるみでつきあっている

困っているときに、相談したり
助けあったりしている

ほとんどつきあいはない

無回答

67.4

5.7

0.0

0.0

1.4

23.4

2.1

0 20 40 60 80 100
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 ウ ボランティア経験の有無 

「したことはない」の割合が 50.4％と最

も高く、次いで「何回かしたことがある」

の割合が 38.3％、「ボランティアを以前し

ていた」の割合が 9.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 エ 参加したいと思うボランティア活動 

「地域のイベントやお祭りの手伝い」の

割合が 33.3％と最も高く、次いで「環境を

守る活動」の割合が 31.9％、「国際交流、

国際協力に関する活動」の割合が 22.7％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
N = 141 ％

環境を守る活動

身近な緑を守る活動

子育てに関する活動

高齢者・障害者福祉に関する
活動

スポーツ・文化に関する活動

学習活動に関する指導、助
言、運営協力などの活動

国際交流、国際協力に関する
活動

地域のイベントやお祭りの手
伝い

その他

特にない

無回答

31.9

18.4

20.6

9.9

15.6

19.9

22.7

33.3

3.5

20.6

0.7

0 20 40 60 80 100

N = 141 ％

ボランティアを以前していた

何回かしたことがある

したことはない

無回答

日常的にボランティアをしている 0.7

9.9

38.3

50.4

0.7

0 20 40 60 80 100
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（３）少子社会に対する考え方について 

 ア 少子社会が個人生活にどのような影響を与えるか 

「親の老後への子どもの負担が大きく

なる」の割合が 78.0％と最も高く、次いで

「一人ひとりの子どもへの期待が大きく

なる」の割合が 49.6％、「まわりに子ども

が減り、子どもの社会性が育ちにくくな

る」の割合が 46.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 イ 少子社会が国や地域社会にどのような影響を与えるか 

「現役世代の租税や社会保障負担（年金

や医療費など）が大きくなる」の割合が

82.3％と最も高く、次いで「若い労働力が

不足することにより、経済の活性化や成長

が見込めなくなる」の割合が 68.1％、「地

域に住む若い世代が減少し、地域の活気が

なくなる」の割合が 48.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N = 141 ％

一人ひとりに合った、ゆとりあ
る教育ができる

進学や就職において競争が少
なくなる

住宅事情が改善されて、買い
やすくなる

まわりに子どもが減り、子ども
の社会性が育ちにくくなる

一人ひとりの子どもへの期待
が大きくなる

親など周囲の干渉が強まる

親の老後への子どもの負担が
大きくなる

その他

わからない

無回答

5.0

14.9

2.1

46.1

49.6

19.9

78.0

3.5

3.5

1.4

0 20 40 60 80 100

N = 141 ％

人口規模が縮小することによ
り、環境問題の改善がみられ
るようになる

就労人口が減少して、就職や
再就職などがしやすくなる

女性の社会進出が強まり、男
女が協力し合って生活や社会
を築いていく風潮が高まる

若い労働力が不足することに
より、経済の活性化や成長が
見込めなくなる

現役世代の租税や社会保障
負担（年金や医療費など）が大
きくなる

地域に住む若い世代が減少
し、地域の活気がなくなる

地域で子育てをする住民が孤
立化し、育児不安が広がる

その他

わからない

無回答

0.7

2.1

14.2

68.1

82.3

48.9

31.9

2.1

2.8

5.7

0 20 40 60 80 100
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（４）行政サービスへの要望について 

 ア 子育てしやすい環境を整備するために区はどうしていくのがよいか 

「保育園・幼稚園の費用や教育費の負担

の軽減」の割合が 58.2％と最も高く、次い

で「子どもの出産・育児にかかる医療費の

負担軽減」の割合が 56.7％、「保育サービ

スや施設の整備」の割合が 52.5％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N = 141 ％

予防接種や乳幼児健診などの
母子保健の充実

保育サービスや施設の整備

妊娠や出産の不安や悩みの相
談窓口の整備

子育てについて学ぶ機会を増
やす

男女がともに子育てにかかわ
るための意識啓発

子どもの出産・育児にかかる医
療費の負担軽減

保育園・幼稚園の費用や教育
費の負担の軽減

子育て家庭への手当の支給や
税制優遇措置

子育ての不安や悩みの相談窓
口の整備

育児休暇や育児休業などの企
業内制度の整備

道路や公園などの子どもが安
心して暮らせる環境の整備

子育て家庭の住宅の確保や家
賃の補助

子どもの創造性や感性を伸ば
す教育機会の普及

いじめや差別などをなくす教育
の推進

犯罪のない社会づくり

地球温暖化やダイオキシンな
どの環境問題に対する対策

水や緑などの自然保護の推進

食品の安全性の確保

その他

わからない

特にない

無回答

女性が就労しやすい環境の整
備（職場の意識改革や協力など）

28.4

52.5

12.1

7.8

8.5

56.7

58.2

36.9

10.6

18.4

26.2

19.1

16.3

9.2

10.6

13.5

2.8

5.7

9.9

1.4

2.1

0.7

9.9

0 20 40 60 80 100
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５．子育て中および子育て終了世帯の調査結果 

 

（１）子育てについて 

 ア 子育てで負担を感じていること 

「子育てで出費がかさむ」の割合が

50.9％と最も高く、次いで「自分の自由な

時間が持てない」の割合が 27.4％、「特に

負担に思うことはない」の割合が 20.0％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N = 285 ％

子育てによる身体の疲れが大
きい

子育てで出費がかさむ

自分の自由な時間が持てない

夫婦で楽しむ時間がない

仕事が十分にできない

子育てが大変なことを身近な
人が理解してくれない

子どもの親同士の付き合いが
面倒だ

住居が狭い

その他

特に負担に思うことはない

無回答

16.5

50.9

27.4

7.4

13.3

4.9

12.6

15.4

5.3

20.0

4.6

0 20 40 60 80 100



47 

 イ 子どものことで心配に感じたこと 

「病気や発育・発達に関すること」の割

合が 44.9％と最も高く、次いで「不審者な

どによる犯罪に巻き込まれないかどうか

心配なこと」の割合が 40.7％、「交通事故

に遭わないかどうか心配なこと」の割合が

31.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N = 285 ％

病気や発育・発達に関すること

食事や栄養に関すること

子育ての方法がよくわからな
いこと

子どもとの時間を十分にとれな
いこと

話し相手や相談相手がいない
こと

友だちづきあい（いじめ等を含
む）に関すること

登園拒否、不登校などの問題
があること

子育てに関して、配偶者・パー
トナーの協力が少ないこと

子育てに関して、配偶者・パー
トナーと意見が合わないこと

自分の子育てについて、親族・
近隣の人・職場など、まわりの
見る目が気になること

配偶者・パートナー以外に、子
育てを手伝ってくれる人がいな
いこと

子どもを叱り過ぎているような
気がすること

子育てのストレスがたまって、
子どもに手をあげたり、世話を
しなかったりしてしまうこと

地域の子育て支援サービスの
内容・申し込み方法がよくわか
らないこと

交通事故に遭わないかどうか
心配なこと

不審者などによる犯罪に巻き
込まれないかどうか心配なこと

その他

特にない

無回答

44.9

18.2

9.5

18.2

6.3

30.5

9.8

13.7

11.9

4.9

10.2

22.1

4.6

6.3

31.9

40.7

7.4

12.3

3.9

0 20 40 60 80 100
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 ウ 仕事と子育てを両立させるうえで大変だと感じること 

「自分が病気・ケガをした時や子どもが

急に病気になった時に、代わりに面倒をみ

る人がいない」の割合が 22.1％と最も高く、

次いで「子どもと接する時間が少ない」の

割合が 12.6％、「急な残業が入ってしまう」

の割合が 8.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N = 285 ％

急な残業が入ってしまう

自分が病気・ケガをした時や子
どもが急に病気になった時に、
代わりに面倒をみる人がいない

家族の理解が得られない

職場の理解が得られず、休み
にくい

子どもの他に面倒をみなけれ
ばならない人がいる

子どもの面倒をみてくれる保育
園などが見つからない

子どもと接する時間が少ない

勤務時間が長い

休暇が少ない

保育料などの出費が多い

その他

無回答

8.4

22.1

0.4

4.6

1.8

1.1

12.6

4.2

3.5

3.9

6.3

53.3

0 20 40 60 80 100
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（２）地域交流について 

 ア 自分の周りに子どもがいることをどう思うか 

「地域や家庭が明るくなる」の割合が

58.6％と最も高く、次いで「子どもを通じ

て交流が広がる」の割合が 37.9％、「地域

や家庭の結びつきが強まる」の割合が

29.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 近所とのつきあいの状況 

「あいさつをする程度」の割合が 44.2％

と最も高く、次いで「ときどき道で話をす

る」の割合が 34.0％、「困っているときに、

相談したり助けあったりしている」の割合

が 4.9％となっています。 

 

 

 

 

 

N = 285 ％

地域や家庭が明るくなる

地域や家庭の結びつきが強まる

老後を安心して過ごせる

子どもから教えられることがある

まわりにいると楽しい

子どもを通じて交流が広がる

うるさいと思う

まわりにいるとわずらわしい

負担に感じる

子どもの様子を見ていると気に
なる

その他

特に何も感じない

無回答

58.6

29.5

2.5

17.5

22.1

37.9

2.8

0.0

1.1

6.0

0.4

2.8

26.3

0 20 40 60 80 100

N = 285 ％

あいさつをする程度

ときどき道で話をする

相手の家に行って話をする

食事に一緒に行ったり、家族ぐ
るみでつきあっている

困っているときに、相談したり
助けあったりしている

ほとんどつきあいはない

無回答

44.2

34.0

1.1

0.7

4.9

2.8

12.3

0 20 40 60 80 100
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 ウ ボランティア経験の有無 

「したことはない」の割合が 47.0％と最

も高く、次いで「何回かしたことがある」

の割合が 33.3％、「日常的にボランティア

をしている」の割合が 9.8％となっていま

す。 

 

 

 

 

 エ 参加したいと思うボランティア活動 

「子育てに関する活動」の割合が 31.2％

と最も高く、次いで「環境を守る活動」の

割合が 27.7％、「地域のイベントやお祭り

の手伝い」の割合が 23.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N = 285 ％

環境を守る活動

身近な緑を守る活動

子育てに関する活動

高齢者・障害者福祉に関する
活動

スポーツ・文化に関する活動

学習活動に関する指導、助
言、運営協力などの活動

国際交流、国際協力に関する
活動

地域のイベントやお祭りの手
伝い

その他

特にない

無回答

27.7

20.4

31.2

20.7

10.5

13.0

14.7

23.5

3.5

21.4

2.5

0 20 40 60 80 100

N = 285 ％

日常的にボランティアをしている

ボランティアを以前していた

何回かしたことがある

したことはない

無回答

9.8

6.7

33.3

47.0

3.2

0 20 40 60 80 100
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（３）少子社会に対する考え方について 

 ア 少子社会が個人生活にどのような影響を与えるか 

「親の老後への子どもの負担が大きく

なる」の割合が 64.9％と最も高く、次いで

「まわりに子どもが減り、子どもの社会性

が育ちにくくなる」の割合が 61.1％、「親

など周囲の干渉が強まる」の割合が 40.0％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 イ 少子社会が国や地域社会にどのような影響を与えるか 

「現役世代の租税や社会保障負担（年金

や医療費など）が大きくなる」の割合が

74.7％と最も高く、次いで「若い労働力が

不足することにより、経済の活性化や成長

が見込めなくなる」の割合が 66.7％、「地

域に住む若い世代が減少し、地域の活気が

なくなる」の割合が 52.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N = 285 ％

一人ひとりに合った、ゆとりあ
る教育ができる

進学や就職において競争が少
なくなる

住宅事情が改善されて、買い
やすくなる

まわりに子どもが減り、子ども
の社会性が育ちにくくなる

一人ひとりの子どもへの期待
が大きくなる

親など周囲の干渉が強まる

親の老後への子どもの負担が
大きくなる

その他

わからない

無回答

9.1

6.3

4.6

61.1

34.4

40.0

64.9

2.5

2.8

6.3

0 20 40 60 80 100

N = 285 ％

人口規模が縮小することによ
り、環境問題の改善がみられ
るようになる

就労人口が減少して、就職や
再就職などがしやすくなる

女性の社会進出が強まり、男
女が協力し合って生活や社会
を築いていく風潮が高まる

若い労働力が不足することに
より、経済の活性化や成長が
見込めなくなる

現役世代の租税や社会保障
負担（年金や医療費など）が大
きくなる

地域に住む若い世代が減少
し、地域の活気がなくなる

地域で子育てをする住民が孤
立化し、育児不安が広がる

その他

わからない

無回答

4.9

2.1

17.2

66.7

74.7

52.6

16.8

0.7

2.8

7.7

0 20 40 60 80 100
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（４）行政サービスへの要望について 

 ア 子育てしやすい環境を整備するために区はどうしていくのがよいか 

「保育サービスや施設の整備」の割合が

44.9％と最も高く、次いで「保育園・幼稚

園の費用や教育費の負担の軽減」の割合が

38.9％、「女性が就労しやすい環境の整備

（職場の意識改革や協力など）」の割合が

34.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N = 285 ％

予防接種や乳幼児健診などの
母子保健の充実

保育サービスや施設の整備

妊娠や出産の不安や悩みの相
談窓口の整備

子育てについて学ぶ機会を増
やす

男女がともに子育てにかかわる
ための意識啓発

子どもの出産・育児にかかる医
療費の負担軽減

保育園・幼稚園の費用や教育
費の負担の軽減

子育て家庭への手当の支給や
税制優遇措置

子育ての不安や悩みの相談窓
口の整備

育児休暇や育児休業などの企
業内制度の整備

道路や公園などの子どもが安
心して暮らせる環境の整備

子育て家庭の住宅の確保や家
賃の補助

子どもの創造性や感性を伸ば
す教育機会の普及

いじめや差別などをなくす教育
の推進

犯罪のない社会づくり

地球温暖化やダイオキシンなど
の環境問題に対する対策

水や緑などの自然保護の推進

食品の安全性の確保

その他

わからない

特にない

無回答

女性が就労しやすい環境の整
備（職場の意識改革や協力など）

23.5

44.9

5.6

11.6

16.5

33.7

38.9

23.5

11.6

18.9

34.4

19.6

11.6

9.5

28.1

26.3

9.5

11.6

15.8

2.1

0.4

0.0

9.1

0 20 40 60 80 100
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６．子育て関係施設従事者の調査結果 

 

（１）子育て支援に関する悩み、不安等について 

 ア 子育てについての相談を進めていくうえで直面している問題の有無 

「問題はない」の割合が 49.4％、「問題

がある」の割合が 41.9％となっています。 

 

 

 

 

 イ 直面している問題の内容 

「相談に対応するだけの実力不足を感

じる」の割合が 43.1％と最も高く、次いで

「対応できる相談に限界を感じている」の

割合が 40.7％、「相談に時間や人手がかか

る」の割合が 29.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N = 587 ％

問題がある

問題はない

無回答

41.9

49.4

8.7

0 20 40 60 80 100

N = 246 ％

対応できる相談に限界を感じ
ている

相談に時間や人手がかかる

相談専門の電話がない

日常業務に支障が出ている

専用の相談室がないために、
プライバシーへの配慮の面か
ら、相談を受けにくい

相談の担当者（相談員）がおら
ず、困っている

相談に対応するだけの実力不
足を感じる

相談に関する自己研修をする
などの機会がない

専門家による助言指導や事例
研究会など、組織的な資質向
上（研修等）の機会が少ない

困難事例に対応する場合、地
域の子育て支援者が集まって
打合せを行うなど、地域として
の援助体制が弱い

思っていたよりも、相談件数が
少ない

その他

無回答

40.7

29.3

1.6

7.7

11.0

2.8

43.1

10.2

17.1

7.3

2.4

7.7

6.9

0 20 40 60 80 100
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（２）行政が力を入れていくべき施策について 

 ア 子育て支援者として行政が力を入れていくべきと思う施策 

「子育てに困った時に相談したり情報

が得られたりする場を充実させる」の割合

が 79.7％と最も高く、次いで「残業時間の

短縮、年次有給休暇や育児休暇の取得促進

など、事業者に対して職場環境の改善を働

きかける」の割合が 50.6％、「児童館など、

親子が安心して集まれる身近な場、イベン

トの機会を充実させる」の割合が 44.3％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N = 587 ％

児童館など、親子が安心して集
まれる身近な場、イベントの機
会を充実させる

子連れでも出かけやすく楽しめ
る場所を充実させる

子育てに困った時に相談したり
情報が得られたりする場を充実
させる

保育園の増設、保育園を利用
できる日数や時間帯を拡充する

幼稚園の増設、幼稚園を利用
できる日数や時間帯を拡充する

幼稚園で就園している子どもと
一緒に就園前の子どもも預かる
サービスを充実させる

保育園や幼稚園にかかる費用
負担を軽減できるようにする

学童クラブの増設、学童クラブ
を利用できる日数や時間帯を拡
充する

専業主婦など誰でも気軽に利
用できるＮＰＯ等による保育
サービスを充実させる

安心して子どもが医療機関にか
かれる体制を整備する

多子世帯の優先入居や広い部
屋の割り当てなど、住宅面の配
慮をする

残業時間の短縮、年次有給休
暇や育児休暇の取得促進な
ど、事業者に対して職場環境の
改善を働きかける

子育てについて学べる機会を
充実させる

交通事故に遭わないよう、交通
安全対策を強化する

不審者などによる犯罪に巻き込
まれないよう、防犯対策を強化
する

その他

無回答

44.3

39.7

79.7

34.6

7.3

8.0

29.0

21.6

29.6

28.3

8.5

50.6

37.6

14.0

29.8

4.3

3.7

0 20 40 60 80 100
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